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昨春開館の広野公民館で
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活
動
を
通
し
て
得
ら
れ
る
人
づ
き
合
い
と
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学
習
の
楽
し
さ
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。
こ
れ
が
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館
で
は
、
早
く
も
二
十
一
の
サ
ー
ク
ル
が
誕
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人
づ
き
合
い
や
連
帯
が
薄
れ
て
ゆ
く
中
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で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
と
な
る
よ
う
多
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く
の
人
に
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
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昨
年
五
月
に
広
野
公
民
館
が
開

館
し
て
以
来
、
仲
間
で
は
ぐ
ぐ
ん

で
来
た
二
十
一
の
サ
ー
ク
ル
。
い

ず
れ
も
、
公
民
館
活
動
へ
の
参
加

か
き
っ
か
け
に
結
成
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
「
お
り
ひ
の
」
で
は
、
・
初
め
て
の

愕
四
と
し
て
、
手
織
り
の
マ
フ
ラ

ー
を
仕
上
げ
ま
し
た
。
「
若
な
る
っ

き
で
は
、
四
十
代
を
中
心
に
、

ス
ト
レ
″
チ
体
操
、
栄
養
指
導
、

講
演
な
芦
健
康
に
つ
な
が
る
こ
と

な
ら
、
何
で
も
学
習
し
て
い
ま
で
。

最
高
齢
は
、
何
と
八
十
二
歳
の
お

ぱ
あ
さ
ん
。
ま
た
、
お
母
さ
ん
を

中
心
と
し
た
「
や
ま
ぶ
き
コ
ー
ラ

ス
」
や
「
七
宝
焼
サ
ー
ク
ル
」
な

ど
、
総
数
二
百
四
十
人
の
会
員
が

活
動
し
て
い
季
子
。

　
広
野
公
民
館
で
は
、
地
域
に
根

ざ
し
た
公
民
館
を
目
指
し
て
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
活
動
や
サ
ー
ク
ル

へ
の
参
加
か
呼
び
掛
け
て
い
ま
ず
。

　
公
民
館
は
、
市
民
相
互
の
交
流

か
深
め
、
学
習
会
や
活
動
を
通
し

て
地
域
の
牟
活
・
文
化
環
境
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
詫
辰

育
施
設
で
罵

　
現
在
、
市
内
に
諾
否
・
、
。
木
幡
・

小
倉
・
広
野
の
四
つ
の
地
区
公
民

館
と
、
中
央
公
民
館
（
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）
奮
翌
。
都
市
化
が
進

む
中
で
、
地
域
の
連
帯
か
支
え
る

璽
要
な
役
割
を
担
つ
て
い
求
ｙ
。

Ｉ
例
会
に
体
操
を
取
り
入
れ
て
（
6
1
年
1
1
月
1
4
日
、
若
な
ろ
う
会
）

広野公民館サークルの一覧表

あ
な
た
も
仲
間
に

　
サ
ー
ク
ル
の
誕
生
以
来
、
熱

心
な
活
動
で
サ
ー
ク
ル
を
育
て
、

仲
間
を
広
げ
て
来
ら
れ
た
人
に
、

お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　
ワ
イ
ワ
イ
ー
ガ
ヤ
ガ
ヤ
も

　
大
き
な
楽
し
み

　
　
　
　
清
水
真
智
子
～

わ
し
ぐ
、
英
会
話
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
と
思
っ
て
い
ま
ず
。

ぜ
ひ
ご
一
緒
に
。

　
格
別
で
す

　
歌
で
結
ぶ
友
情

　
　
　
加
藤
　
敦
子
ｊ

　
主
婦
三
人
で
始
め
た
初
級
英

会
話
。
昨
年
十
一
月
に
茜
だ
し
、

現
在
会
員
は
乍
人
。
仕
事
や
家

事
の
合
い
間
な
ど
に
テ
ー
プ
を

聞
い
た
ジ
し
、
月
二
回
み
ん
な

ぶ
奮
り
勉
強
し
て
い
未
了
。

と
に
か
く
十
何
年
来
。
酉
ｒ

か
ら
導
拓
っ
て
い
た
人
ぱ
か

ぴ
で
す
の
で
、
会
話
の
上
達
は

さ
て
置
き
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
。

で
も
将
来
は
観
光
宇
治
に
ふ
さ

　
昨
年
八
月
に
開
か
れ
た
コ
ー

ラ
ス
教
室
が
き
っ
か
け
で
発
足

し
た
や
ま
ぶ
き
コ
ー
ラ
ス
。
当

初
二
十
人
程
だ
っ
た
の
が
、
今

で
は
四
十
人
と
大
海
Ｉ
増
え
ま

し
た
。

　
市
民
合
唱
祭
な
ど
に
出
演
し

た
り
、
南
山
城
学
園
を
訪
問
。

い
つ
で
も
。
声
が
聞
き
た
い

と
気
軽
に
呼
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
ラ
な
、
地
域
に
根
ざ
レ
た
コ

ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
に
し
た
い
と

考
え
て
い
未
了
。
歌
を
通
し
て

の
交
流
と
連
帯
感
は
、
次
だ
格

別
。
ぜ
ひ
一
人
で
も
多
く
の
人

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
老
い
も
若
き
も
集
ま
れ

　
共
に
健
康
の
輪
を

　
　
　
　
西
山
　
政
子
ｊ

　
日
ご
と
心
４
共
に
若
返
っ
て

牛
帚
今
－
若
な
る
７
会
と
名

付
け
ま
し
た
。
心
と
体
の
健
康

に
つ
い
て
、
何
で
も
学
習
・
実

行
す
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。
会
員

は
。
三
十
代
か
ら
八
十
代
ま
で

の
四
十
五
人
。
ス
ト
レ
″
チ
体

操
や
健
康
体
操
な
ど
で
体
を
動

か
し
、
童
住
塩
分
の
調
理
講

習
会
や
講
演
会
な
μ
石
開
催
。

人
と
の
賢
答
い
で
心
の
健
康

づ
く
り
、
体
を
勲
か
す
こ
と
と

食
牛
屈
で
体
の
健
辰
つ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で

健
康
の
輪
配
げ
ま
し
ょ
う
。

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

サークル名 内　容 活動(例会)日時 代　表　者

広野太極拳学習会 太極拳 第i・2 ■3水曜日
　19時半-21時半 宮下由起子(nR7428)

アイリス･フォーク
　　ダンスサークル

フォークダンス 第i・３　木曜日
　　９時～正午 大西　淑子(aR7724)

ひろの句会 俳　句 　第4水曜日
13時～16時半 石橋　淑子(nR6898)

広野公民館
　　絵画サークル 油　絵 第2・４　火曜日

　　９時～正午 高井滋雄(豊R6277)

やまぶきコーsラス コーラス 第2 ･ 4　月曜日　　９時～正午
山口　恵子(言c5228)

書a　ク　ラプ 書　道
第1・３　木曜日
　13時~16時 安岡　寿子(nR5466)

白　百　合　会 日　　舞 第２・４　月曜日　　９時～正午 宮越　千代(nR3675)

広野公民館
　　園芸サークル 園　芸 第i・３　月曜日

　13時半～16時 孫工武義(豊R2876)

アイススヶ－ト
　　　サークノレ

アイススヶ－ト 月　２　回 巌水　陽子(DR6480)

サークル
　　　かすみ草 華　道

第２・４　水曜日
　1O時~11時半

川上　多重(言R6361)

宇　治　寿　会 詩　吟 　　月　１　回９時半～I1時半
村田　善雄(き⑩l838)

囲碁　ク　ラブ 囲　碁 第1・３　水曜日
　13時半~16時

手話サークル 手　話 第１・２・３月曜日
　19時半～21時半

二宮具子(n⑩2907)

共に生きる会
faItボランティア
　　学　習

第2　火曜日
9時半～正午 岡本カョ子(nR5536)

和　　楽　　会 民　謡 第２　火曜日
13時-15時

巽　･信子(aR4670)

都　志　津　会 民　踊 第１・２　水曜日
　13時-16時半 井上重子(rrR7583)

初級の英会話 英会話 第2・４火曜日
　13時～14時半 清水真智子(O⑩5340)

若　な　ろ　う　会 健　康
第２・４　金曜日

13時半~15時半
西山　政子(aR6653)

七宝焼サークル
　　　　(仮*i-.) 七宝焼

　第3　水曜日

13時半-16時半 神田　進一(昔R6215)

サークルおりひめ 手織り 第１・３　火曜日
　13時～16時 山崎　隆子(公R4514)

宇治シティー
　フィルハーモニー

ォーヶストラ

吹　奏　楽

第１・２・３土曜日

　19時～21時 瀬　浩明(n⑩0508)

　
財
団
法
人
宇
治
市
体
育
協
会

　
（
和
田
安
倍
会
長
）
の
創
立
二

十
周
年
記
念
式
典
が
、
昨
年
の

十
二
月
七
日
、
文
化
会
館
小
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た
り

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与

さ
れ
て
来
た
人
や
団
体
な
ど
を

表
彰
。
引
き
続
き
行
り
れ
た
記

念
講
演
会
で
は
、
府
国
体
局
の

桝
岡
義
明
さ
ん
が
「
京
都
の
活

性
化
に
つ
な
ぐ
国
体
か
目
指
し

て
」
と
題
し
、
国
体
の
成
功
と

国
体
を
契
機
と
し
た
郷
土
の
発

展
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
、
功
労
表
彰
を
営
け
ら

れ
た
の
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
（
個
人
の
部
）
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
広
瀬
浩
二
（
体
育
協
合
、
瀬

田
勇
（
軟
式
野
球
連
盟
）
、
的

場
一
　
（
軟
式
庭
球
協
会
）
、
水

野
直
樹
（
テ
ニ
ス
協
会
）
、
地

上
一
男
（
卓
球
協
会
）
、
福
山

秋
文
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）
、

江
口
修
身
（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
）
、
河
野
弼
一
（
弓
道
協
会
）
、

岳
田
政
雄
（
剣
道
連
盟
）
、
木
村

長
次
（
歩
こ
ラ
会
）
、
中
島
一

夫
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）
、

橋
本
勉
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）
、

小
山
豊
嗣
（
サ
″
カ
’
‐
連
盟
）
、

高
木
謙
一
　
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
）
、
廣
谷
正
己
（
柔
道
連
盟
）
、

伊
藤
義
明
（
穿
雲
泥
盟
）
、
安

田
庄
造
（
水
泳
協
会
）
、
清
水

哲
男
（
陸
上
競
技
協
会
）
。

４
盛
大
に
行
わ
れ
た
第
２
０
回
市
民
総
合
体
育
大
会
開
会
式

（
団
体
の
部
）

宇
治
琵
琶
ク
ラ
ブ
（
バ
レ
ー

宇治市体協創立20周年

昨年12月7日に記念式典

功労者(18人)･１団体を表彰

ト
式
典
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
和
田
安
治
会
長

ボ
ー
ル
協
会
）
。

　
ま
た
、
次
の
団
体
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
宇
治
高
等
学
校
、
山
崎
製
パ

ン
㈱
京
都
工
場
、
京
都
青
曇
に

同
㈱
、
日
産
車
体
㈱
京
都
工
場
、
・

ユ
ニ
チ
カ
㈱
宇
治
工
場
、
任
天

堂
㈱
宇
治
工
場
、
陸
上
自
衛
隊

関
西
地
区
補
給
処
、
同
祝
園
支

舛　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

　
大
き
な
役
割

　
宇
治
市
体
育
協
会
は
、
昭
和

四
十
二
壬
八
月
に
結
成
。
市
内
。

の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
総
括
す
る

組
織
と
し
て
茜
足
し
ま
し
た
。

四
十
八
年
十
一
月
に
は
、
財
団

法
人
化
し
、
今
日
で
は
十
七
団

体
加
盟
の
下
に
、
ス
ポ
ー
ツ
関

係
団
体
の
育
成
、
調
査
研
究
と

広
報
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
養

成
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
開

催
な
ど
に
取
り
組
ん
で
来
て
い

ま
す
。
中
で
も
市
民
総
合
体
育

大
心
一
は
、
協
会
結
成
を
記
念
し

て
行
り
れ
た
、
四
十
二
年
九
月

の
第
一
回
大
会
以
来
、
年
々
盛

大
に
な
り
、
昨
年
十
月
の
第
二

十
回
記
念
大
会
に
は
約
一
万
八

干
〈
も
の
市
民
が
参
加
。
市
民

ス
ポ
ー
ツ
熱
の
高
揚
と
技
術
の

向
上
に
、
大
き
な
役
割
夕
果
た

し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
六
十
三
年
京
都
国

体
の
成
功
を
目
指
し
、
今
後
も

各
団
体
と
の
協
力
を
図
り
、
市

民
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

679

フレッシュ21サークル誕生



消
費
者

コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　

　
安
易
な
利
用
は

　
　
　
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と

　
琴
人
紹
介
、
美
容
商
品
。
会

員
権
な
ど
若
者
の
心
多
手
ぐ

る
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
増
え
て
い

孚
。

　
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
魅
力

的
で
す
が
、
冷
静
に
考
え
る
と

必
要
で
な
か
っ
た
り
し
床
ｆ
ｙ
。

ま
た
、
安
易
な
利
用
は
ト
ラ
ブ

ル
の
も
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
若
者
諸
君
に
気
を

付
け
て
欲
し
い
手
口
と
対
策
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

　
街
角
で
ア
ン
ヶ
‐
‐
ト
と
称
し

て
近
付
き
、
美
容
商
品
夕
勧
め

ま
す
。
や
せ
た
い
、
き
れ
い
に

な
り
た
い
気
持
ち
と
、
上
手
な

話
術
に
乗
芦
Ｒ
？
契
約
を
し

て
し
ま
い
求
ふ
、
少
し
も
や

せ
な
か
っ
た
り
、
化
粧
品
が
合

わ
な
く
て
肌
が
荒
れ
た
り
、
脱

ま
し
た
。
海
外
旅
行
に
安
く
行

け
ま
す
』
と
事
務
所
な
ど
に
呼

び
出
し
、
出
掛
け
て
み
る
と
、

特
典
い
っ
ぱ
い
の
楽
し
い
話
ば

か
り
聞
か
さ
れ
ま
す
。
つ
い
乗

せ
ら
れ
て
契
約
す
る
と
、
実
は

英
会
話
教
材
の
購
入
契
約
だ
っ

た
り
し
ま
す
。

　
ま
た
最
近
、
詐
欺
的
商
法
と

し
て
訴
え
ら
れ
た
ヶ
Ｉ
ス
に
、

こ
ん
な
手
口
に
気
を
つ
け
て

　
マ
ル
チ
商
法

　
羽
毛
布
団
や
反
物
の
セ
ー
ル

ス
を
ず
る
ア
ル
バ
イ
ト
に
誘
わ

れ
、
多
額
の
品
物
舎
客
短
り
、

同
時
に
販
売
員
と
な
っ
た
契
約

を
さ
剪
公
な
ぞ
。
結
果
は
、

品
物
は
そ
う
簡
単
に
売
れ
な
い

し
、
品
物
が
残
れ
ば
斥
け
取
っ

た
品
物
の
ロ
ー
ン
の
返
済
を
し

若
者
の
消
費
者
被
害

毛
施
術
で
や
け
ど
を
し
た
り
の

ト
ラ
ブ
ル
が
よ
く
あ
り
未
了
。

　
ど
フ
し
て
も
欲
し
い
時
は
、

多
額
の
契
約
を
し
な
い
で
少
し

ず
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
セ
ー
ル
ス

　
電
話
で
「
あ
な
た
が
選
ば
れ

電
話
で
デ
ー
ト
に
誘
い
出
し
て

食
事
な
ど
を
し
、
あ
た
か
も
交

際
を
申
し
込
な
ぶ
っ
に
し
て
信

用
さ
せ
た
上
、
高
価
な
訪
問
着

を
ロ
ー
ン
で
売
り
つ
け
た
例
が

あ
り
康
ｙ
。

　
用
件
の
は
っ
き
り
し
な
い
電

話
で
の
誘
い
に
は
、
応
じ
な
い

ぷ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

２
月
2
8
日
ま
で
開
設

　
市
で
は
、
家
庭
に
眠
っ
て
い
る

不
用
品
か
肴
効
に
生
か
し
て
い
た

だ
ぐ
た
め
、
不
田
宮
Ｅ
情
報
セ
ン
タ

ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

期
間
は
二
月
二
十
八
日
ま
で
で
す
。

　
譲
っ
て
欲
し
い
品
物
、
譲
ひ
た

い
品
物
は
、
ど
Ｑ
と
し
不
唇
認

報
セ
ン
タ
ー
へ
登
録
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
登
録
方
法
な
ど
の
問
訟
Ｂ

せ
は
、
商
工
観
光
課
ま
で
。

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　
商
品
奎
戻
套
員
を
紹
介
し

た
り
、
い
く
ら
も
ラ
か
る
と
誘

わ
れ
た
ら
マ
ル
チ
商
法
で
す
。

う
ま
い
も
う
け
の
ア
ル
バ
イ
ト

は
、
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
ん
な
手
口
も

　
そ
の
外
、
雑
誌
の
「
無
料
相

－
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

▼
不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

　
〒
6
1
1
宏
吊
宇
治
琵
琶

3
3
宇
治
市
役
所
商
工
観
光

課
消
費
牟
活
係
（
豊
⑩
3
1

4
1
）

－ － ミ性
診
Ｆ
、
「
性
格
診
断
な
ど
に

Ｃ
じ
る
と
、
診
断
結
果
と
入
会

案
内
、
そ
し
て
辞
退
用
は
が
き

が
送
β
れ
て
来
毒
ｆ
。
は
が
き

を
出
京
丿
に
い
る
と
、
入
会
登

録
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
無
料
の
診
断
や
ア

ン
ケ
ー
ト
の
記
入
は
慎
重
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
「
あ
な
た
の

将
来
に
役
に
立
つ
」
と
、
資
格

取
得
講
座
を
し
つ
こ
く
電
話
で

勧
誘
し
、
契
約
を
し
て
い
な
い

の
に
教
材
や
請
求
書
を
送
っ
て

来
水
子
。

　
あ
い
ま
い
な
受
け
答
え
は
禁

物
で
す
。
内
容
や
経
費
か
工
く

調
べ
ま
し
ょ
う
。

　
家
族
や
友
人
に
相
談
を

　
一
時
的
に
夢
か
見
る
様
な
話

が
多
く
、
結
局
は
多
額
の
借
金

と
余
り
必
要
の
な
い
品
物
が
残

る
だ
け
に
な
り
ま
ず
。

契
約
を
す
る
前
に
は
、
セ
ー
ル

ス
マ
ン
な
ど
の
甘
い
話
だ
け
に

頼
ら
ヂ
、
内
容
か
工
く
確
か
め
、

疑
問
が
あ
れ
ば
、
家
族
や
友
人

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
二
十
歳
鷺
型
簒
と
、
契
約

は
す
べ
て
自
分
の
責
任
と
な
り

求
ゐ
で
気
か
侍
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

確
か
め
ま
し
ょ
う

　
　
最
低
賃
金

　
京
都
府
南
部
地
域
（
京
都
市
・

亀
岡
市
以
南
）
の
最
低
賃
金
が
、

地
域
別
は
昭
和
六
十
一
年
十
月
四

日
か
ら
、
産
業
別
は
六
十
一
年
十

二
月
二
十
八
日
か
ら
左
表
の
と
お

り
改
定
さ
れ
実
施
征
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
お
問
営
お
せ
は
、
京

京都府南部の最低賃金

最低賃金の件名 日　額 時間額

京都府南部最低賃金
　　(地域最賃)

3,744円 4 6 8円

都
労
働
基
準
局

２
１
１
）
へ
。

（
ａ
０
７
５
叫
３

（
交
通
労
政
課
）

向
上
訓
練

　
受
講
者
を
募
集

京
都
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は

　
自
衛
官
を

　
　
　
　
　
募
　
集

　
昭
和
六
十
一
年
度
第
四
次
自
衛

官
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
資
格
は
、
採
用
予
定
月
の

一
日
現
在
に
お
い
て
十
八
歳
以
上

二
十
五
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有

す
る
男
子
で
、
自
衛
隊
法
第
三
十

八
条
に
定
め
る
欠
格
事
項
に
該
当

し
な
い
者
。

　
詳
し
ぐ
は
、
宇
治
募
集
事
務
所

　
（
き
⑩
7
1
3
9
）
、
ま
た
は
、

市
役
所
企
画
管
理
部
総
務
課
（
a

c
3
1
4
1
）
ま
で
お
問
い
｛
Ｂ

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

訂
正
十
一
日
号
一
面
「
宇
治
市
政
1
2
ヵ

月
の
歩
み
」
の
中
で
、
蓉
雲
館

の
起
工
式
が
六
月
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
正
に
て
は
七
月
で
す
。

訂
正
し
お
わ
び
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
じ
ぱ
し
　
き
た

　
む
か
し
む
か
し
、
宇
治
橋
の
北

　
　
　
　
　
い
『
ぼ
ん
　
か
き
　
た
い
ぽ
く
・

の
ほ
う
に
一
本
の
柿
の
大
木
が
あ

り
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
柿
の
木

に
は
、
少
し
も
実
が
な
り
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
な
　
　
が
き
　
　
ょ

の
で
、
「
成
ら
ず
柿
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　
あ
る
と
き
、
欲
が
深
く
て
け
ち

ん
ぼ
う
な
瓜
売
り
が
、
南
の
ほ
う

か
ら
二
、
三
人
連
れ
だ
っ
て
や
っ

て
来
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
瓜
を

馬
に
積
ん
で
い
ま
す
。
都
へ
出
て

　
　
う
り
　
う
　
　
ぉ
ぉ

そ
の
瓜
を
売
り
、
大
も
う
け
を
し

よ
う
と
い
う
つ
も
り
で
し
た
。

　
瓜
売
り
た
ち
は
、
成
ら
ず
柿
の

そ
ば
で
一
休
み
を
し
て
、
瓜
を
食

べ
な
が
ら
「
大
き
く
て
も
実
が
成

瓜売りと

成らず柿の精

成らず柿の精

ら
な
け
れ
ば
何
に
も
な
ら
な
い
。

無
駄
な
大
木
だ
」
と
、
柿
の
木
の

悪
口
を
言
っ
て
い
ま
す
。

　
す
る
と
、
一
人
の
お
じ
い
さ
ん

が
や
っ
て
来
て
、
「
お
い
し
そ
う

な
瓜
だ
ネ
、
私
に
も
一
つ
く
れ
ん

か
ネ
」
と
言
い
ま
し
た
。

　
け
ち
ん
ぽ
う
な
瓜
売
り
た
ち
は
、

　
「
こ
れ
は
売
物
だ
か
ら
、
お
ま
え

に
は
や
れ
な
い
」
と
言
っ
て
、
一

つ
も
く
れ
ま
せ
ん
。
お
じ
い
さ
ん

は
、
「
そ
れ
な
ら
私
が
作
ろ
う
」

と
。
独
り
言
を
言
い
な
が
ら
瓜
売

　
　
　
　
　
は
　
だ
　
　
う
り
　
た
ね

り
た
ち
が
吐
き
出
し
た
瓜
の
種
を

拾
っ
て
、
道
端
に
ま
い
て
い
ま
す
。

⑩

瓜
売
り
た
ち
は
ポ
カ
ン
と
し
て
、

そ
れ
を
見
て
い
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
そ
こ
か
ら

う
り
　
め
　
で
　
き

瓜
の
芽
が
出
て
来
て
、
あ
っ
と
い

う
ま
に
大
き
く
伸
び
、
み
る
み
る

う
ち
　
う
り
　
み

内
に
瓜
の
実
が
い
く
つ
も
い
く
つ

も
県
っ
た
の
で
す
。

　
お
じ
い
さ
ん
は
、
そ
の
瓜
を
も

ぎ
と
っ
て
食
べ
な
が
ら
、
に
こ
に

こ
し
て
「
あ
ん
た
た
ち
も
食
べ
た

ら
ど
う
か
ネ
、
甘
い
よ
」
。
と
、
道

を
行
く
人
々
に
す
す
め
ま
し
た
。

　
わ
れ
に
か
え
っ
た
瓜
売
り
た
ち

も
、
喜
ん
で
そ
の
瓜
を
食
べ
始
め

ま
し
た
。
た
ら
ふ
く
食
べ
て
、
ふ

と
気
が
つ
く
と
、
も
う
お
じ
い
さ

ん
の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
ぽ
ち
ぽ
ち
出
か
け
よ
う
か
」

と
、
瓜
売
り
た
ち
が
瓜
を
積
ん
だ

馬
を
曳
こ
う
と
し
ま
す
と
、
ど
う

し
た
こ
と
で
し
ょ
う
、
ど
の
馬
の

瓜
も
み
ん
な
無
く
な
っ
て
い
る
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
瓜
売
り
た
ち

は
、
お
じ
い
さ
ん
の
ま
い
た
瓜
だ

と
思
っ
て
、
自
分
た
ち
の
売
物
の

瓜
を
食
べ
て
い
た
の
で
す
。

　
こ
の
お
じ
い
さ
ん
は
成
ら
ず
柿

の
精
で
。
瓜
売
り
た
ち
を
懲
ら
し

め
た
の
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

680

向
上
訓
練
講
習
会
を
開
章
”
す
。

　
▼
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
初
級
・
：
１

月
2
7
日
叫
、
2
8
日
困
。
い
ず
れ
も

午
前
９
時
～
午
後
４
時
。
受
講
料

二
千
円
。
定
員
1
0
人
。
１
月
2
0
日

締
め
切
り
。

　
詳
に
て
は
、
京
都
技
能
開
発
セ

ン
タ
ー
開
発
援
助
課
（
長
岡
京
市

友
岡
Ｉ
Ｔ
目
２
番
１
号
・
豊
０
７

５
倒
7
3
9
1
A
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

産業別最低賃金　　　　　　（昭和61年12月28日発効）

最低賃金の件名 日　額 時間額一定期間

食料品・飲料・飼料製it業3,971円 497円 ３月

繊維産業(ねん糸､金銀糸製
造業､和服縫製業を除く｡) 3,872円 484円 ３月
木材･木製品･家具･装備品
製　　　造　　　業 4,183円 523円 ６月

パルプ･紙･紙加工品製造業4,066円 509円 ３月

出版・印刷・同関連産業 4.1 0 3円 513円 ３月

窯業・土石製品製造業4,200円 525円 ３月

機械・金属製品等製造業 4,190円 524円 ６月

上記のつち一定の業務
に主として従事する者 3.790円 474円 ３月

自　動　車　竪　備　業 4,174円 522円 ６月

卸　　　売　　　業 4.178円 523円 ６月

小売業・飲食店 3,964円 496円 ３月
○以下の者は業種にかかわらず地域最賃の適用になります。

　1）i8歳未満及び65歳以上の者。

　2）清掃、片付け及び賄いの業務に主として従事する者。

　3）雇入れ後上記の一定期間未満の者であって、技能習得中の者。

不用品情報センター

提供・希望の登録を

登
録
中
の
品
物
　
（
6
2
年
１
月
５
日
現
在
）

ふ
る
さ
と
む
か
し
話



　
昭
和
六
十
二
年
度
育
成
学
級
入

級
申
請
の
受
け
付
け
奮
竹
い
濠
ｆ
ｙ
。

　
〈
申
し
込
み
が
出
来
る
人
〉

　
市
立
小
学
校
に
在
掌
右
一
年

牟
石
ら
四
年
生
ま
で
の
児
童
で
、

母
親
が
昼
間
外
で
仕
事
を
し
て
い

た
り
、
病
気
な
ど
で
政
課
後
児
童

　
サ
ッ
カ
ー
競
技
で
は
、
手
の

使
用
と
非
紳
士
的
行
為
な
ｍ
。

こ
の
二
点
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

競
技
忿
芒
で
見
る
た
め
の
、

基
本
的
な
ル
ー
ル
を
お
話
し
し

ま
し
ょ
う
。

　
基
本
ル
ー
ル

■
人
数

　
一
チ
ー
ム
十
一
人
で
編
成
。

メ
ン
バ
ー
は
、
そ
ろ
い
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
着
て
背
番
号
を
つ

け
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ゴ
ー
ル

だ
け
に
な
る
場
合
に
限
り
求
了
。

　
〈
申
込
用
紙
と
必
要
書
類
〉

　
申
込
用
紙
は
、
各
小
学
校
の
育

成
学
級
必
陛
教
育
委
員
心
一
社
会

教
育
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。
申
請

に
は
、
母
親
の
勤
務
証
明
書
な
ど

が
必
要
で
す
。
詳
し
ぐ
は
、
「
入
級

▲育成学級のクリスマス会（12月19日、木幡小学校で）

キ
ー
パ
ー
だ
け
は
違
ラ
色
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
か
着
用
。
ゴ
ー
ル

キ
ー
パ
ー
は
、
自
陣
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
エ
リ
ア
（
下
図
参
照
）

内
で
、
ボ
ー
ル
聖
石
垠
つ
こ

と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
特
徴
を

ま
か
し
て
相
手
側
か
ら
の
シ
ュ

サッカー

１
ト
を
防
ベ
ゴ
ー
ル
を
守
る

の
が
任
務
で
す
。

■
競
技
の
方
法

　
競
技
は
、
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク

ル
の
中
心
か
ら
キ
″
ク
オ
フ
す

る
こ
と
で
開
始
。
手
や
腕
は
使

用
せ
ヂ
、
足
や
胴
体
で
ボ
ー
ル

の
手
続
」
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

〈
申
請
受
付
日
と
場
所
〉

　
○
１
月
2
2
日
田
１
各
小
学
校
の

育
成
学
級
で
。
午
前
９
時
～
正
午
。

　
○
１
月
2
3
日
倒
・
谷
缶
＝
社

会
教
育
課
で
。
午
前
９
時
～
午
後

４
時
。

　
な
お
、
現
在
入
級
し
て
い
る
児

童
で
、
引
１
　
蜀
犬
級
夕
希
望
す

る
人
も
申
請
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
襲
薮
育
課
）

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
産
休
明
け
保
育
と

　
昼
間
里
親
の
申
し
込
み

　
産
休
明
け
保
育
と
、
市
が
認
定

し
た
里
親
が
家
庭
的
な
雰
囲
気
で

保
育
舎
打
う
昼
間
里
親
制
度
の
、

六
十
二
年
度
申
し
込
み
舜
け
付
け

M
2
い
康
Ｋ
対
象
は
、
一
月
三

十
一
日
ま
で
に
出
生
届
け
が
出
さ

れ
た
六
ヵ
月
禾
満
児
。

　
ご
希
望
の
人
は
、
一
月
二
十
九

日
困
、
三
十
日
倒
、
二
月
二
日
側

夕
け
っ
た
り
止
め
た
り
、
頭
で

打
つ
ヘ
デ
″
ン
グ
冷
仔
つ
て
相

手
側
の
ゴ
ー
ル
に
入
れ
、
得
点

盈
ｒ
ま
す
。

　
相
手
側
ゴ
ー
ル
に
ボ
ー
ル
を

入
れ
る
と
一
点
。
決
め
ら
れ
た

競
技
時
間
内
に
得
点
を
多
く
あ

未
了
。
正
規
の
競
技
時
間
は
、

前
半
四
十
五
分
、
休
憩
五
分
、
後

半
四
十
五
分
で
す
か
、
国
体
で

は
三
十
五
分
一
五
分
上
二
十
五

分
で
打
わ
れ
未
了
。

　
時
間
内
で
同
点
ま
た
は
双
方

に
、
保
育
課
へ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

時
間
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
。
お
問
い
命
幻
せ
は
保
育
課

（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。
（
保
育
課
）

　
す
こ
や
か
養
育
相
談

　
育
児
に
関
す
る
心
配
事
や
悩
み

を
ご
相
談
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
相
談
日
時
・
・
・
Ｏ
電
話
相
談
日

＝
毎
週
金
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
正

午
Ｏ
面
接
相
談
日
＝
毎
月
第
Ｌ
金

曜
日
、
午
前
1
0
時
Ｉ
午
後
４
時
▼

相
談
場
所
・
未
幡
保
育
所
（
豊
⑩

7
1
2
3
）
、
北
小
倉
保
育
所
（
豊

＠
4
1
1
3
）
。
　
　
（
保
育
課
）

お
知
ら
せ

　
市
立
保
育
所
臨
時
職
員

　
登
録
希
望
者
の
募
集

　
▼
職
種
・
・
・
保
吸
用
務
、
調
理
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
幻
せ
・
・
・
市
販

の
履
歴
書
に
必
要
事
項
（
保
母
資

格
を
持
つ
人
は
そ
の
旨
夕
必
ず
）

か
記
入
し
、
六
ヵ
月
以
内
に
撮
影

し
た
写
真
を
は
っ
て
保
育
課
（
豊

⑩
3
1
4
1
）
へ
。
（
保
育
課
）

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
・
ｉ
月
1
4
日
唄
午
後

－
Ｏ
点
の
場
合
は
、
二
十
分
以
内

の
延
長
戦
か
、
双
方
の
選
手
か

五
ヶ
庄
野
添

　
梅
原
　
奈
美
ち
ゃ
ん

３
時
ｒ
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉

公
民
館
保
育
室
▼
内
容
・
：
お
は
な

し
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対

象
・
・
・
幼
児
、
小
学
校
低
学
年
児
童
、

母
親
や
保
護
者
▼
参
加
費
・
：
無
料

▼
主
催
・
問
い
４
ａ
Ｑ
ｔ
)
｡
｡
｡
中
央
図

書
館
サ
ー
ク
ル
「
絵
本
の
命
代

表
・
後
藤
礼
子
”
ん
（
雲
⑩
8
9

9
1
）
へ
。
　
（
中
央
図
書
館
）

　
農
業
委
員
会

　
選
挙
人
名
簿
の
調
製

　
農
業
委
員
会
で
は
、
一
月
一
日

現
在
で
、
選
挙
人
名
簿
に
登
載
出

来
る
人
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
登

載
申
請
書
の
提
出
期
限
は
一
月
十

日
で
す
。
米
提
出
の
人
は
至
急
、

最
寄
り
の
農
協
各
支
店
か
農
業
委

戦
が
行
り
れ
ま
ず
。

　
　
　
　
　
　
（
国
体
事
務
局
）

　なみちゃんは、とっても愛想よ

し。名前を呼ばれたら、誰にでも

大きな声で「ハイ」とこたえます。

　この欄に掲載するお子さん（B1

年１月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。・

員
会
事
務
局
へ
提
出
匁

　
　
　
　
（
農
業
委
員
会
事
銘
島
）

　
や
ま
ぶ
き
学
級

　
新
年
の
つ
ど
い

　
▼
と
き
・
・
・
１
月
箭
混
一
、
午
後

Ｌ
時
ｙ
３
時
半
▼
と
こ
ろ
…
総
合

福
祉
会
館
３
階
第
２
研
修
室
▼
内

容
…
書
政
初
め
ｙ
そ
の
ふ
縁
会
、

お
雑
煮
も
出
庫
ｙ
▼
対
象
・
・
・
市
内

在
住
ま
た
は
在
勤
の
ｙ
心
身
障
害
者

で
．
義
務
教
育
か
終
了
し
養
護
学

校
へ
通
学
し
て
い
な
い
人
（
介
護

か
要
す
る
場
合
は
、
保
護
者
の
同

伴
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）
▼
参
加
費
・
・
・
三
百
円
程
度
▼

準
唇
Ｔ
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
▼

申
し
込
み
・
：
１
月
1
9
R
囲
ま
で
に

社
会
教
育
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）

世代間交流教室の日程表

へ
。
　
　
　
（
詫
薮
育
課
）

　
消
防
設
備
士
講
習
会

　
消
防
法
第
十
七
采
十
の
規
定
に

蔵
２
行
い
牽
ｙ
。

　
▼
と
き
Ｌ
２
月
９
Ｒ
間
～
1
3
日

倒
▼
と
こ
ろ
・
・
京
都
府
中
小
企
業

会
館
（
京
都
市
右
京
区
西
院
東
中

水
町
1
7
）
▼
講
習
区
分
・
：
第
１
・
３

・
５
▼
受
講
申
請
書
の
配
布
・
・
・
１

月
1
2
日
間
か
ら
2
1
日
團
（
午
前
９

時
～
午
後
ｔ
時
半
）
ま
で
に
消
防

本
部
、
並
び
に
各
消
防
（
分
）
署
で

▼
受
講
受
け
付
け
・
：
１
月
1
9
日
側

か
ら
2
1
E
困
（
午
前
９
時
半
ト
午

後
ｔ
時
半
）
ま
１
直
接
持
参
の

場
合
は
京
都
府
庁
内
共
同
受
付
室

へ
、
郵
送
の
場
合
は
京
都
府
消
防

防
災
課
予
防
係
（
〒
6
0
2
京
都
市
上

京
区
下
立
売
通
新
町
西
入
薮
ノ
内

町
）
へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
京
都
府

消
防
晴
兪
予
防
係
（
豊
０
７
５

脚
8
1
1
1
）
へ
。
（
消
防
本
部
）

　
世
代
間
交
流
教
室

　
▼
Ｅ
程
・
内
容
・
・
・
左
表
の
と
お

り
（
時
間
は
午
前
1
0
時
～
正
午
）
▼

と
こ
ろ
・
：
宇
治
公
民
館
▼
対
象
・
・
・

市
内
に
住
む
人
▼
定
員
3
0
人
（
先

着
順
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
電
話
ま
た

は
直
接
宇
治
公
民
館
（
豊
⑤
2
8

0
4
）
へ
。
１
９
一
日
㈹
か
ら
受
け
付

け
。
　
　
　
　
（
宇
冶
公
民
館
）

　
　
一
人
暮
ら
し
老
人

　
　
料
理
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
１
月
2
6
日
㈲
、
午
前

1
0
時
～
午
後
１
時
▼
と
こ
ろ
・
：
小

倉
公
民
館
▼
内
容
・
・
・
菜
め
し
、
肉

じ
ゃ
が
、
か
ぷ
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

の
ク
リ
ー
ム
煮
、
大
根
し
や
ゐ

酢
の
物
、
季
節
の
果
物
▼
指
導
…

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
青
梅
会

▼
対
象
・
・
6
5
歳
以
上
の
独
居
老
人

▼
定
員
・
・
・
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
準
備

品
・
・
土
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角
き

ん
▼
申
し
込
み
・
：
襲
福
祉
協
議

会
（
ａ
⑩
5
6
5
0
）
へ
▼
主
催

・
：
市
一
人
要
旨
簒
人
の
会
。

　
　
　
　
　
（
襲
福
祉
協
議
き

　
楽
し
い
絵
画

　
市
内
幼
稚
園
（
私
立
）
の
園
児
た

ち
が
、
か
わ
い
い
夢
忿
絵
に
表
現

し
ま
し
た
。
多
数
の
ご
来
場
寛

　
▼
と
き
・
・
・
１
月
1
5
日
向
～
1
8
日

面
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
▼
と

こ
ろ
・
：
中
央
公
民
館
展
示
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
（
宏
蜀
便
局
）

　
歯
　
の
　
教
　
室

　
▼
と
き
・
：
１
月
2
2
日
團
、
午
後

よ
匯
Ｔ
１
時
半
（
身
体
測
定
の

希
望
者
に
は
午
後
Ｌ
時
か
ら
受
け

付
け
）
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宏
霧
健
所

▼
内
容
；
身
体
・
体
重
測
定
（
希

２月３日輿 １月27日(火) １月20日叫 月日

　ｌ発ふ

　宇展る
　治をさ

むい　と
かま　文

し　　　化
１　　　の

　　　　継

　　　　承
　　　　と

A 国21

の際世

姿杜紀
は会に

　に向
　生け
　きて

　る

　日
　本

１生社開
票i≪

と　祉式
外　制い

べ　人
て　々
｜　　の

学
習
テ

｜
マ

度自行と昔
見分事しか
直のがてら
し住あ｀伝
てむるど承

み町かんさ
まを？なれ

せも　遊た
豺勁

真評のし政

に価国い治
信は際変・

頼果場化経
をた裡の済
得しで中の

るてのでめ
にヨ活｀ま

はＥ動日ぐ
？　と本る

しや高

い地齢
あ域者
りのの

方人人
はた々
？ちの

　のく

　望ら
　まし

内

容

悶

長安　ａ Ｈ
　　●　●?溺昌

義　府　公
彰　立　民
? 李It
ん　　　長

講

師

望
者
）
、
赤
ち
ゃ
ん
の

牛
活
と
歯
、
虫
歯
予

防
に
つ
い
て
、
赤
ち

ゃ
ん
の
食
事
・
歯
の

暦
男
▼
対
象
・
・
・
１

歳
未
満
児
の
保
護
者

と
妊
婦
▼
定
員
・
・
白

人
（
先
着
順
）
▼
申

し
込
み
…
秤
昴
か

息
落
保
健
所
（
ａ

⑤
2
1
9
1
）
へ
。

　
　
（
宇
豆
健
所
）

急いでください

償却資産の申告
1月31日ま

で

　
毎
年
一
月
一
日
現
在
、
市
内

で
償
却
資
産
奎
慰
何
し
、
事
業

（
工
場
・
事
業
所
・
商
店
な
ど
）

の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
人
は
、

所
定
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
ぐ

こ
と
に
な
っ
て
い
未
了
。

　
償
却
資
産
と
は
、
土
地
・
家

屋
以
外
の
有
形
の
固
定
資
産
の

内
、
事
業
に
使
用
さ
れ
、
そ
の

減
価
償
却
額
（
費
）
が
法
人
税
法

ま
た
は
所
得
税
法
の
上
か
ら
、

損
金
や
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
次
の
よ
ラ
な
も
の

が
償
却
資
産
と
な
り
ま
す
。

▽
構
築
物
…
事
業
所
内
の
舗
装

　
部
分
、
門
、
ネ
オ
ン
塔
、
土
木

　
設
備
な
ど
。

▽
機
械
・
装
置
・
：
各
種
機
械
、
装

　
置
、
冷
暖
房
設
備
な
ぺ

▽
工
具
や
器
具
・
備
品
・
・
・
計
算

　
機
、
い
す
、
ロ
ッ
カ
ー
、
レ
ジ

　
ス
タ
ー
、
陳
列
ケ
ー
ス
、
金

　
庫
な
ど
。

　
申
告
書
は
、
一
月
三
十
一
日

出
ま
で
に
、
資
産
税
課
へ
提
出

Ｌ
!
■
＞
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
記
載
方
法
や
償
却
資

産
の
対
象
・
範
囲
な
ど
、
不
明

な
点
は
資
産
税
課
（
豊
⑩
3
1

4
1
）
ま
で
お
問
い
合
幻
せ
ぐ

だ
さ
い
。
　
　
（
資
産
税
課
）

１
月
1
2
日
～
2
4

日

立
見
回
、
厳
粛
に
行
い
康
ｙ
。

新
郎
・
新
婦
に
は
、
門
出
を
祝

し
て
記
念
品
奎
溺
呈
。
冬
期
の

挙
式
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
▼
挙
式
可
能
Ｂ
・
：
２
月
２
日

側
ぜ
日
間
、
1
4
日
出
、
2
0
日
吻
、

2
6
m
團
（
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時

と
午
後
ｔ
時
の
２
回
）
▼
利
用

日
囲
か
ら
2
4
日
出
ま
で
に
、
申

込
書
（
市
民
会
館
に
有
り
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
印
鑑
と
挙

式
料
忿
添
え
市
民
会
館
（
豊
⑤

2
8
0
4
）
へ
。
深
け
付
け
は
、

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
ｔ
時

　
（
土
曜
日
は
午
前
中
の
み
）
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
会
館
）

681

側
ゴ
ー
ル
に
ボ

ー
ル
之
け
り
合

う
Ｐ
・
Ｋ
戦
（
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
キ

時
間
内
引
き
分
け
は

　
延
長
と
Ｐ
・
Ｋ
戦
で
結
着

げ
た
チ
ー
ム
が
、
勝
者
と
な
り
　
　
ツ
ク
）
で
勝
敗

・・φ－－・Ｗ－－

か
戻
し
ぎ
手
。
一

国
体
で
は
普
通
、
一

延
長
繋
主
立

行
い
、
な
お
勝
　
　

敗
が
決
し
な
い
Ｉ

　
Ｓ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

１

Ｉ
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン
χ
１
１

市
営
結
婚
　
挙
式
希
望
者
を
募
集

6
2
年
度

育
成
学
級
の
入
級
申
請

1
月
2
2
日
か
ら
受
け
付
け

国体豆知
識

決
算
説
明
会

ふ
ゆ
の
企
画
展
(
巨
椋
池
再
現

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅲ
）

水
辺
の
文
化流

域
の
生

活
誌

1月10日（土）～3月29日（日）

午前9時～午後5時

歴史資料館

（月曜・祝日休み）

入場無料

競技の見方



－－一一一一一
ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ － － － －

４億2,900万円の累積赤字を抱えている宇治市国民健

康保険会計。更に、61年度でも赤字増加が予測される
番-一個個--一個--q-㎜■■----■-d--一個個--■一個--■■一個番■-■一番･番W番響㎎9響響響-■---一番-一響---層層㎜㎜-■皿

など、厳しい国保財政運営を余儀なくされています。こ

－－一一一一＝ミー－ミ㎜㎜－⇒－㎜㎜㎜㎜㎜－－ｌ

うした中で、市では、医療費の適正化対策、収納率の
－ － ミ ミ ー ミ

向上対策、国や府への要望活動など国保会計の健全化に

。今回は主に、医向け積極的な取り組みを進めています
図１

月別医療費の伸び率(前年同月比)

療費の状況をお知らせし、皆さんと共に国保の現状につ

いて考えてみたいと思います。
Ｗ㎜－－㎜－

高
い
医
療
費
が

　
　
赤
字
の
原
因

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
市
国
保
会

計
は
、
四
億
二
千
九
百
万
円
も
の

累
積
赤
字
を
畑
凡
、
破
綻
（
た
ん
）

寸
前
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
保
支
出
の
九
四
％
m
i
め
る

医
療
費
の
伸
び
率
を
比
較
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
図
１
で
ね
分
か
る
よ

う
に
、
六
十
年
度
の
伸
び
潔
二
〇

・
一
％
よ
り
若
干
下
が
っ
て
は
い

る
も
の
の
、
六
十
一
年
四
月
か
ら

十
月
ま
で
で
既
に
九
％
の
上
昇
を

示
し
て
お
り
、
今
後
こ
の
ま
ま
推

移
す
る
と
、
な
お
多
額
の
赤
字
増

加
が
出
る
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
様
に
多
額
に
の
ぽ
る
国
保

の
赤
字
の
原
因
と
し
て
は
。

　
①
国
保
に
は
会
社
か
退
職
し
た

人
な
ど
の
高
齢
者
が
多
数
加
入
し
、

医
療
費
の
支
出
が
多
い

　
②
市
の
医
療
費
、
特
に
老
人
の

入
院
の
医
療
費
が
、
他
市
町
村
と

　
図
２
は
、
六
十
年
度
の
年
間
一

人
当
た
り
の
医
療
費
夕
近
隣
の
市

町
と
比
較
し
た
も
の
で
す
。

　
老
健
（
老
人
保
健
法
の
適
用
を

受
け
て
い
る
人
）
以
外
分
の
医
療

費
に
つ
い
て
み
る
と
、
城
陽
市
や

京
都
市
と
は
大
差
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
久
御
山
町
と
は
一
万
六
百
二

十
円
、
率
に
し
て
Ｉ
〇
・
三
％
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
老
健
分
の
医
療
費
は
、

近
隣
市
町
と
比
べ
て
一
番
高
く
、

A
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老健以外　　　　　　　　　　　　　　　図２
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※老健とは、lo歳以上又は65歳以上の寝たきり

　老人で老人保健法の適用を受けている人。
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（注) 60年度の伸び率は平均で10.1％、61年４月から10月
　　までの平均では、9%の伸び率です。

　
あ
な
た
は
「
自
分
の
健
康
に
は

自
信
が
あ
る
」
と
考
え
て
い
ま
せ

ん
か
。

　
六
十
年
度
に
国
保
が
実
施
し
た

　
。
半
日
人
間
ド
″
ク
”
の
検
診
結

果
を
み
る
と
、
全
く
異
常
が
無

か
っ
た
人
は
、
わ
ず
か
一
五
・

八
％
で
、
大
多
数
の
人
に
何
ら
か

の
異
常
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
精
密
検
査
や
治
療
の
必

要
な
人
が
三
九
・
四
り
も
あ
り
ま

し
た
。

　
健
康
に
対
す
る
過
信
は
禁
物
で

す
。
日
ご
ろ
か
ら
①
適
度
な
運
動

客
恚
②
規
則
正
し
い
生
活
を
す

る
③
食
忠
心
に
気
を
付
け
る
な
ど

の
健
康
管
理
は
も
ち
ろ
ん
で
す
か
、

市
が
実
施
す
る
各
種
検
診
な
ど
を

積
極
的
に
受
け
、
疾
病
の
早
期
発

　
下
の
表
は
、
国
保
加
入
１
　
の
百

人
当
た
り
の
入
院
・
入
院
外
別
の

医
療
件
数
の
比
較
を
し
た
も
の
で

す
。
ま
ず
、
入
院
外
の
件
数
で
は
、

老
健
分
、
老
健
以
外
分
と
も
京
都

市
や
城
陽
市
と
寂
わ
り
ま
せ
ん
。

ひ
に
Ｘ
京
都
市
よ
ひ
少
な
く
な
っ

て
い
求
了
。

　
し
か
し
、
入
院
の
件
数
は
、
老

健
分
、
老
健
以
外
分
と
も
非
常
に

多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
が
市
の
入
院
医
療
費
を
突
出

さ
せ
て
い
る
大
き
な
原
因
と
な
っ

て
い
毒
了
。
国
保
財
政
の
健
全
化

の
た
め
に
は
、
こ
の
入
院
件
数
を

少
な
く
す
る
こ
と
が
緊
急
の
課
題

と
い
え
ま
す
。

見
、
早
期
治
療
に
努
め
て
ぐ
だ
さ

い
。
こ
の
こ
と
が
最
終
的
に
は
、

入
院
件
数
を
減
ら
し
、
医
療
費
を

適
正
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

無
駄
使
い
し
て
ぃ
ま
せ
ん
か

貴
重
な
医
療
費

　
Ｙ
さ
ん
は
、
同
じ
月
に
同
じ
病

気
で
、
三
つ
の
お
医
者
さ
ん
で
受

診
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
を

60年度の医療件数比較　　（加入者100人当たり）

老健以外分 老　健　分

入院件数
詔匹

場合
入院外件数
詔巴

場合
入院件数

久御山町

をIDとした
鳩合

入院外什数
鯛尽

豺
久御山町 12.9 同 417,5 川 78.9 朗 9<□ Ｓ

城陽市 15.1 117.1I 460.0 110.2 92.6 117.4 1,135.8120.7

京都市 14.3 110.9 5C≫.6 119.9 86.7 109.9 1,239.6131､7

宇治市 16.7 129.5 459,5 110.1l卯.6 135､1 1,057.9112.4

見
る
と
、
Ａ
医
院
で
十
四
日
分
、

Ｂ
医
院
で
五
日
分
、
Ｃ
医
院
で
二

十
一
日
分
、
合
計
四
十
日
分
も
の

薬
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
事
は
、
医
療
費
の
増

加
に
つ
な
が
る
ば
か
り
で
な
く
、

治
療
上
も
問
題
で
す
。
医
者
を
転

々
と
変
え
た
り
、
む
や
み
に
薬
を

求
め
た
り
す
る
受
診
は
止
め
、
自

分
の
健
康
状
態
な
ど
何
で
も
知
っ

て
い
る
家
庭
医
を
作
る
様
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く

　
第
５
期
分
の
納
期
は
１
月
3
1
日
で
す

　
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
え
を

老人保健法

一部負担金が改正

外米は月800円に

　
お
医
者
さ
ん
の
窓
口
で
支
払

う
一
部
負
担
金
の
額
が
、
一
月

一
日
か
ら
下
表
の
と
お
り
改
正

さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
お
Ｅ
者
さ
ん
に
か
か

る
時
に
は
、
健
康
手
帳
と
健
康

保
険
証
の
両
方
夕
必
ず
窓
口
に

出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

老人保健法の改正内容

改　正　前 改　正　後

患
者
負
担

○外米…１診療科目に
　　　　つき月400円

○入院…１日300円(2
　　　　ヵ月間を限度
　　　　に徴収)

○外来…月800円

○入院…１日400円

　市府民税非課税世帯に属する老(齢福祉年金受給者で．市長の認)

　定を受けた人は現行のまま

国
保
の
加
入
手
続

　
　
1
4
日
以
内
に

　
会
社
な
戸
矛
退
職
し
、
健
康

保
険
が
無
く
な
る
と
国
保
へ
の

加
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
加
入
手
続
き
は
、
保
険
が
無

く
な
っ
た
日
か
ら
干
四
日
以
内

に
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
そ

の
間
の
医
療
費
は
全
額
自
己
負

担
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
保

険
料
は
、
逆
上
っ
て
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
保
へ
の
加
入
や
、
や
め
る

手
続
き
に
は
、
次
の
よ
シ
な
も

の
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ

転入して来たとき→印かん　　　　　　　　　　１

職場の健保をや←印かん・健保の離脱証明書　｜

たとき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ

子どもが生まれた→印かん・被保険者証・母子健　｜

とき　　　　　　　　康手帳　　　　　　　　　　｜

生活保護をうけな→印かん・保護廃止決定通知書　｜

くなったとき　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ

転出したとき　→印かん・被保険者証　　　　１

職場の健保に入っ→印かん・国保と健保の被保険　｜

たとき　　　　　　　者証（または資格証明書）　　｜

死亡したとき　→印かん・被保険者証　　　　｜

.ls♂ﾉ門〃・｀11二　　ヽ/HI・　4よlngx占.呉r　j□椎甘自　：

一‐
―
―
－
1
1
1
1
1
1
自
１
１
－
１
１

生活保護をうける→印かん・被保険者証・保護開　：

ようになったとき　　　始決定通知書　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

●--…………-･----………………...,………...-………j
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禁物です
健康への過信
積極的に検診受診を

医
療
費
の
適
正
化
が
急
務
必
要
な
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

国保会計の健全化めざし

突
出
と
て
い
る

入
院
医
療
費

比
べ
て
非
常
に
高
い

　
③
五
十
九
年
度
か
ら
国
の
補
助

金
の
補
助
率
が
削
減
さ
れ
た

な
戸
召
考
汽
ら
元
ま
す
。

城
陽
市
よ
ぴ
七
万
七
千
九
百
四
十

七
円
、
久
御
山
町
よ
り
十
四
万
七

百
八
十
八
円
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
入
院
分
か
際
い
た
医
療
費
で

は
他
市
町
と
余
り
套
ぢ
ま
せ
ん

が
、
入
院
分
で
は
、
京
都
市
や
城

陽
１
　
富
七
～
八
万
円
、
久
御
山

町
よ
り
十
三
万
二
千
円
余
も
高
く

宇
治
市
の
入
院
医
療
費
が
突
出
し

て
い
る
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ

け
た
と
思
い
未
了
。

多
い
入
院
件
数

　
で
は
、
な
ぜ
宇
治
市
の
入
院
医

療
費
が
突
出
し
て
い
る
の
で
し
ょ

シ
司

60年度１人当たり医療費の比較
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